
 

 

猿払村学校教育推進計画の基本方向 

 

１．策定にあたって 

  令和３年度からから令和７年度までを期間とした猿払村学校教育推進計画は、これまでの

学校教育活動の成果を踏まえ、新たな時代を生き抜く力を身につけことができる教育を推進

するため、自立と共生を基本理念とした「北海道教育推進計画」の目標１～５および「猿払村

教育大綱」の学校教育に係る基本目標と基本方針に基づき、猿払村の学校教育目標達成と基

本理念「心豊かでステキな人がいる村」への寄与を目指して策定されたものである。 

  これまでの猿払村学校教育推進計画においては、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな

体」の育成と「信頼される学校づくり」を推進してきたところであるが、時代が令和へと移り

変わり、子ども達を取り巻く環境は複雑かつ多様化し急速に変化し続けており、子どもたち

がこれからの時代をたくましく生きていくために学校教育が果たすべき役割は非常に大きい

と考える。 

  令和８年度から５ヵ年を計画期間とした本計画は、上位計画にあたる村の総合計画が新し

い第８次総合計画の前期期間と一致するものであるため、第８次猿払村総合計画で掲げられ

た人づくりの柱を教育推進計画においても基本理念に掲げ、この理念の達成に向けた基本方

向を整理するものとする。令和５年度からの５ヵ年計画である北海道教育推進計画や令和８

年度からの新しい猿払村教育大綱の考え方に基づき、現在の学校教育に求められている要素

を踏まえながら本村の学校教育を取り巻く課題の解決を着実に果たしていくため、その取組

の基盤となる基本方向と方策を示すものである。 

 

２．計画推進の基本方針について 

⑴ 未来を切り拓く確かな学力と資質・能力の育成 

時代が令和へと進み、子どもたちが社会を支える世代となる頃には、生成 AI をはじめ

とする技術革新の加速やグローバル化、人口減少に伴う社会構造の変化により、予測困

難な時代がいっそう進展していることが予想される。令和の日本型学校教育が目指す姿

として、学習指導要領が掲げる「三つの柱」をバランスよく育むとともに、「主体的・対

話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が不可欠であり、子どもたち一人ひとりの習

熟度や興味に応じた「個別最適な学び」と、多様な他者との対話を通じて新たな価値を創

造する「協働的な学び」を一体的に推進することが求められている。 

猿払村の学校教育においても、ICT を効果的に活用した情報活用能力の育成や、本村の

特色であるへき地・複式教育、特別支援教育の知見を最大限に活用し、学校間の連携と創

意ある教育活動を展開するとともに、子どもたち一人ひとりの実態に寄り添いながら、

未来の社会をたくましく切り拓くための確かな資質・能力を育成する。 

 

⑵ 主体的に社会と関わり多様性を尊重する豊かな心の育成 

社会構造が複雑化し、価値観が多様化する現代において、他者と協調しながら自律的

に生きるためには、自己の確立とともに、自ら社会に参画し、異なる背景を持つ他者を尊

重できる豊かな人間性が求められている。猿払村の学校教育においては、豊かな自然環



 

 

境や基幹産業などの郷土資源を積極的に活用し、地域の人々との交流を通して、郷土を

愛し社会に貢献しようとする主体性を養うとともに、家庭・地域との緊密な連携のもと、

自他を大切にし、持続可能な社会の創り手として未来を切り拓く人間性豊かな子どもの

育成を推進する。 

 

⑶ たくましく未来を生き抜く健やかな身体の育成 

変化が激しく予測困難な時代を心身ともに健康に生き抜くためには、生涯にわたって

自らの健康を保持増進できる自己管理能力と、いかなる困難に直面しても乗り越えてい

ける「しなやかな強さ」を養うことが不可欠である。 猿払村の学校教育においては、厳

しい自然環境を、単に克服すべき障壁としてではなく、それを受け入れ、逞しく生きるた

めの基盤として捉える。体育・スポーツ活動の充実を通して運動に親しむ習慣を定着さ

せるとともに、食育の推進や望ましい生活習慣の確立を図り、将来にわたる健康の土台

を構築する。子どもたちが自己肯定感を持って活力ある社会の担い手となれるよう、心

身ともに健やかな成長を支援する。 

 

⑷ 学びを支える安心・安全で良好な教育環境の整備 

質の高い教育活動を展開するためには、その基盤となる教育環境の最適化が不可欠で

ある。学校施設の老朽化対策や GIGA スクール構想による ICT 環境の高度化など、学校

に求められる機能が変化するなか、子どもたちが安全かつ快適に活動でき、教職員が専

門性を最大限に発揮できる環境整備を推進する。学校施設については、長寿命化計画に

基づく計画的な改修や、気候変動に伴う夏季の暑さ対策が急務であるほか、多様な学習

形態に対応した機能的な教育空間の整備が求められている。また、本村独自の教育支援

として、公設塾の運営を通じ、家庭の経済状況や地理的条件に左右されない学習機会の

保障と、個々の習熟度に応じた支援体制を強化する。 教育の質の向上を支える「人」の

側面においては、教職員の働き方改革を強力に推進し、業務の適正化を図ることで子ど

もと向き合う時間を十分に確保し、あわせて研修体系の充実により教職員の専門性向上

を支援する。さらに、コミュニティ・スクールの枠組みを活かし、地域住民や関係機関と

の連携・協働による「地域とともにある学校づくり」を推進し、持続可能な教育体制を構

築する。 
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猿払村学校教育推進計画体系図 

猿払村教育大綱より 
基本理念 「一人一人が生きがいをもって豊かな心を育む村」 
基本目標 「ふるさと猿払を愛し、誇りをもって未来を担う人づくり」 

 基本方針 推進項目 

学  

校  

教  

育  

推  

進  

計  
画 

Ⅰ 未来を切り拓く確かな学力と

資質・能力の育成 

１ 確かな学力の育成 

２ 特別支援教育の充実 

３ へき地・複式教育の充実 

４ ICT活用の充実 

５ キャリア教育の充実 

Ⅱ 主体的に社会と関わり多様性

を尊重する豊かな心の育成 

６ 道徳教育の充実 

７ ふるさと教育の推進 

８ 読書活動の推進 

９ 生徒指導・教育相談の充実 

Ⅲ たくましく未来を生き抜く健

やかな身体の育成 

10 体力・運動能力の向上 

11 健康教育・食育の充実 

Ⅳ 学びを支える安心・安全で良

好な教育環境の整備 

12 学校段階間・学校間の連携協働の充実 

13 働き方改革の推進と教職員の資質能力の向上 

14 学校と地域連携・協働の推進 

15 学校安全教育の推進 

16 安心安全な学校施設整備の促進 

17 学校を支える教育支援環境の充実 
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基本方針Ⅰ 未来を切り拓く確かな学力と資質・能力の育成 

現状と課題 

 Society 5.0の到来や高度情報化の進展により、学びの在り方や求められる人材像が大

きく変容しています。本村においては、これまでも保護者との連携を基盤に「確かな学

力の育成」と「学習の習慣化」に努めてきました。しかしながら、近年の全国学力・学

習状況調査等の結果を分析すると、年度による変動はあるものの、全国および全道の平

均を下回る状況が見られます。特に国語科の「読むこと」「書くこと」において課題が

顕著であり、すべての学習の基盤となる「基礎的読解力」が十分に定着しきれていない

現状が推察されます。 

 こうした中、強固な基礎学力を土台とした情報活用能力や外国語能力など、新しい社

会を生き抜くために必要な資質・能力を体系的に育む学習機会の提供が急務となってい

ます。学力調査の結果を詳細に分析することで個々のつまずきを的確に把握し、AIドリ

ル等のICT教材を活用した「個別最適な学び」を通じて、すべての児童生徒が、基礎的・

基本的な知識・技能を確実に習得できる指導体制を構築していきます。また、全教科に

おいて読解力の向上を意識した授業改善の徹底により、読書活動の推進とともに論理的

な思考力・表現力の向上や端末の持ち帰り学習や家庭学習の充実を通じた家庭との連携

により、自律的な学習習慣と規則正しい生活習慣の確立を目指していきます。 
 

推進項目 方          策 

１ 確かな学力の育成 

・教育課程の検証改善サイクルの充実 

・主体的•対話的で深い学びの実現に向けた授業改善  

・ICTを適切に活用した個別最適•協働的な学びの充実 

・教科等横断的な学習や探究的な学習等の実践 

・外国語教育の充実 

・不登校児童への教育的支援 

２ 特別支援教育の充実 
・小学校•中学校における学びの場の充実 

・切れ目のない一貫した指導や支援の充実 

３ へき地・複式教育の充実 

・少人数の特性を活かした特色ある指導計画の作成 

・地域の教育資源の積極的活用や一人ひとりの良さと可能性を伸ばす

指導の充実 

４ ICT活用の充実 

・情報活用能力の育成に資する実践の普及・啓発 

・教員のICTの効果的な活用に向けた取組の充実 

・デジタル教科書の効果的な活用 

５ キャリア教育の充実 
・キャリア・パスポート等を活用したキャリア教育の推進 

・就業体験活動の充実 
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基本方針Ⅱ 主体的に社会と関わり多様性を尊重する豊かな心の育成 

現状と課題 

ICT 機器の普及と利用の低年齢化が進み、子どもたちの生活にデジタル環境が深く浸

透しています。一方で、SNS上のコミュニケーションに起因する友人間のトラブルや、外

見からは把握しにくい「いじめ」の複雑化、深夜までの利用による生活習慣の乱れなど、

新たな課題が顕在化しています。また、他者への共感性や想像力を養う基盤となる読書

習慣については、読書時間の減少や機会の喪失が見られ、多様な価値観に触れ、感性を

磨く機会の不足が懸念されます。 

猿払村においては、これまで「特別の教科 道徳」を核とした指導や、いじめ防止基本

方針に基づく組織的な対応、朝読書の推進等に取り組んできました。しかし、人間関係

の希薄化や自尊感情の低下など、子どもを取り巻く環境は絶えず変化しています。こう

した実態を的確に捉え、家庭と連携しながらデジタルリテラシーや正しい生活習慣の確

立を図るとともに、思いやりの心や郷土を愛する心を育み、心豊かにたくましく生きる

ための基盤を形成することは、依然として重要な課題となっています。 
 

推進項目 方          策 

道徳教育の充実 

・学校の教育活動全体を通じた道徳教育の推進 

・家庭や地域社会との連携による指導の充実 

・自他を尊重する態度を育成する人権教育の推進 

ふるさと教育の推進 

・地域の自然や歴史等について理解を深める教育の推進 

・地域の施設や人材の教育資源を積極的に活用した体験的な学習活動

の促進 

読書活動の推進 
・学校図書の充実 

・学校における読書習慣確立に向けた取組の推進 

生徒指導・教育相談の充実 

・いじめ未然防止の促進 

・教育相談体制や早期発見・早期対応に向けた生徒指導体制の充実 

・社会変化に応じたいじめへの対応、差別・偏見等の防止 

・不登校や欠席がちな児童生徒に対する適切な相談と組織的対応 

 

 

基本方針Ⅲ たくましく未来を生き抜く健やかな身体の育成 

現状と課題 

子どもたちの健やかな成長において、身体の育成はすべての活動の源となるものです。本村で

は、これまでも体育授業の充実や、校内での体力づくり活動、学校給食を通じた食育の推進に注

力してきました。 

しかし、本村の児童生徒の体力・運動能力をみると、柔軟性や持久力などの項目において依然

として課題が残っています。加えて、冬期間の運動機会の減少や、放課後のスクリーンタイム（テレ

ビ、スマートフォン、ゲーム等）の増加に伴う運動不足も懸念されるところです。また、就寝時刻の遅

延による睡眠不足など、基本的な生活習慣の乱れが体力の低下を招くだけでなく、学習意欲の減
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退や心の健康にも深刻な影響を及ぼしている現状があります。 

これらの課題を克服し、「たくましく未来を生き抜く子ども」を育てるため、子どもたちが自らの健

康状態を正しく理解し、主体的に生活リズムを整える力を養います。あわせて、家庭におけるメディ

ア活用のルール作りへの啓発を強化し、学校・家庭・地域が一体となって健やかな身体の育成を

推進していきます。 

 

推進項目 方          策 

体力・運動能力の向上 

・運動機会の提供等による運動習慣の定着 

・課題や子どもの実態を踏まえた体力向上の取組の充実 

・学校・家庭・地域等と連携・協働した運動機会の創出 

健康教育・食育の充実 
・健康・安全・食に関する資質・能力の育成 

・学校・家庭・地域が一体となった健康づくりの充実 

 

 

基本方針Ⅳ 学びを支える安心・安全で良好な教育環境の整備 

現状と課題 

本村ではこれまで地域の実態に即した活力ある学校経営を推進し、特色ある教育活動や

教職員の資質能力向上に努めてきました。学校評価に基づくPDCAサイクルの確立や、教育

研究会を通じた実践研究など、信頼される学校づくりの土台を築いてきたところです。 

社会の急速な変化に伴い、学校が直面する課題は複雑化・多様化しています。ICTの活用

による教育の質の向上、多様な背景を持つ児童生徒へのきめ細やかな支援、さらには教職

員のウェルビーイングを考慮した働き方改革の推進など、新たなニーズへの対応が急務と

なっています。 

今後は、積極的な情報発信により教育活動の「見える化」を図り、地域の理解と協力を

一層深める必要があります。学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を核として、学

校・家庭・地域が目標を共有し、対等なパートナーとして力を結集する「地域とともにあ

る学校づくり」を推進します。また、保・小・中の円滑な接続と関係機関との連携を強化

するとともに、学校外での学びの場として設置した公設塾をさらに充実させながら、変化

の激しい時代を生き抜く子どもたちを、社会全体で育む体制を構築することを目指してい

きます。 

 

推進項目 方          策 

学校段階間・学校間の連携協働の充実 

・小と中、小学校同士の交流・連携を深め進級進学時における不安

や課題の防止 

・猿払村教育研究会を核とした保・小・中連携の強化とスムーズな

接続のための取組推進 
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働き方改革の推進と教職員の資質能力

の向上 

・本来担うべき業務に専念できる環境の整備  

・部活動指導に関わる負担の軽減 

・勤務時間を意識した働き方の推進と学校運営体制の充実 

・教育委員会による学校サポート体制の充実 

学校安全教育の推進 
・交通安全・防犯・防災教育の推進 

・安全確保や災害対応体制の確立 

学校と地域連携・協働の推進 

・学校運営協議会を基盤とした地域とともにある学校づくりのため

の推進体制の構築 

・学校と地域つなぐ人材、教育資源を活用した体験活動の充実 

安心安全な学校施設整備の促進 
・学校施設の長寿命化に向けた整備の推進と質的向上の促進 

・学校施設設備の適切な営繕と維持 

学校を支える教育支援環境の充実 
・公設塾の機能強化と充実 

・学校と公設塾の連携強化 
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